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　木モールは主にアメリIヵへ輸出されている木製品であるが、その資材として特に一クロマッ、

アヵマッの生材を要求するから、島根果は恵まれた立地條件にあるものと考えられる。時間分

析により、木毛一ル製造作業の功程調査を行つたので、その概要を報告する。

　この調査に当つて、こころよく協力を頂いたオリェンタル毛一ルエ場あ厚意に対し深く感謝

する。

皿調　査　方　溝

　（且）月　　目：昭和26年11月25日～30日、6目間

　（2　場　　砺1松江市オリェンタルモール土場、本工場は大正8年の創業であるが、鞍時

中にモール機械を供出して製材工場に転換し、終駿後に再びモール機械を新設し木モーノレ製造

事業と製材事業を兼営している。

　（3）機械翻置　　モール機械は6台据付けられ、稼仇中のもの4台である。毛一ル機械と製

材機械等を合せた工場全体の配置を下図に示した。
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　　　　工場の機械配置図
1．34吋横切丸釦盤

2．丸剥盤
3～8．モール機械
9。自動研磨盤
10～ヱ5．砥石
16．　モール頑fま萱眉…1蒲菅オ幾極毫

17．42吋大割丸鋸盤
18．26吋小割丸鋸盤
工9．24吋横切丸鋸盤

20．丸鋸目立盤
21．25H．P．動カ室

22．原木置場
23。モール仕上場
24。モール荷造包装場
25．事務箏鬼置揚
26．便　所
27．休憩室　　　　　　　…　一
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　上表ぼ毛一ノレの製造能率が作業時間1時間当りユ，170ヤードであることを示す。作薬時闘の

内訳を見ると喝糸の切断故障による機械休止時聞が全体の18劣に及んでいる。こ牝は繍糸価格

の毛一ル製造原価中に占める割合が甚だ大きいので、なるぺく安価な紬い綿糸を用いる傾同に

あるのと、綿糸の品質にむらが多く強度が一定しないために、糸の切断が頻繁に起るからであ

る。現在3本撚20番手の綿糸を使つているが、丈夫な太い糸を使つて能率をあげるよりも禰で

きるだげ紬い糸を使う方が価格的に有利なのである。

　なお、現在は毛一ルの長さ9ヤード毎に機械を止めて毛｛ノレを切断しているが、これを蓮続

的に製造できるように工夫すれば、そ一タレ扱時聞11％、始動準騰時間8％が不要となる。この

点に着目した改良装置も考案されているそうであるが、まだ実用的には使用されていなv・。

　弐に原木1立方尺当りの毛一ル生産量を調査した緒果を総括すれば第2表、第3表の通りで

ある。ただしこの2表ぼそれぞれ別個の材料について調査したものである。

第2表　　原木より円板の製材歩止
区分1奉（本）数長（尺）「㌦）叩尺。竿歩（。）止

原　　木

円　　板

・い一1・」・一・l1…

・一・…1・伽… 工3．4

備　　　　　　　　考

　　原木材積は最小宋口脛自乗法によザ

75　円板材績は何桂体として計算した。

第3表 円板の利用率とそ一ル生産量

区分1個（個）数長（尺）さ直（寸）樫㌣尺・竿11禰門訂笥備　　考

円板1 ・・1・…1・糾・・・…

廃材1刊・…1…一…い・…
75　　6，70つ

　原木より円板の製材歩止は75％、更に円板の利用率は75％であるか、結局のところ原木の

利用率は56％となる。叉、円板の実材積1立方尺当り毛｝ノレ生産量は雫均2，060ヤードである。

故に原木1立方尺当り毛一ル生産量は1，150ヤードとなる。從来の実績といわれる原木1石当

り30～50反（1↓方尺当り1SO〃300ヤード）に比ぺると約4～6倍の差を生するが、これは工

場に入荷する原木申にそpル用の適材が少いことを現わしているものである。

　28個の各円板について実材積1立方尺当りの毛pル生産量を見ると1，550～2，880（平均2，060）

ヤードの範囲となるが市この差異を生する原因は、円板の初めに於げる丸剥損失量、材質の椙

異による薄片の厚薄、モールの箪位長さ当り回転撚の多少などに関係するものである。

w　要；　　　緒

木毛一ル製造作業について時間分析調査の結果省その作業時間、製造能率及び製晶歩止の平
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均瞳は爽の通りである。

作業蒔聞に対し　　飽双研削

　　　　　　　正味毛pル製造

　　　　　　　　円板及びそ｝ル扱

　　　　　　　始動準備
　　　　　　　糸切断故障
　　　　　　　そ　の　他
製遣能率　　毛　一　ル
製晶歩止　　　毛　｝　ル
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1，170ヤード／時

2，060ヤード／尺3
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